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Salah　Pilih　and　Salah　Asuhan
Shigeru　Morimura
　　　　Salah　Pillh　and　Salah　Asuhan　are　social　novels　wl〕ich　were　published　by　Balai　Pustaka
in　l928．　The　former　was　written　by　Nur　Sutan　Iskandar，　and　the圭atter　was　written　by
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．
Abdul　Muis．　The　two　wrlters　were　from　the　same　native　place，　　　that　is　to　say，　Mi．
nangkabau　in　Sumatera．　As　is　ofte且the　case　with　the　socia圭novels　published　in　Balai　Pustaka
Period（1908－1933），　the　theme　of　these　two　novels　is　also‘adat（traditiona乏social　custom）
and　kaw三n　paksa（forced　marriage）’．　In　the　stories　two　generatio且s，are　compared．　One　is
the　younger　generation　that　longs　for　the　improvement　of　the　Qld　tradltiona｝custom　and
the　freedom　from　the　bondage　of　the　old　custom．　The　other　is　the　older　geReration　that
still　tries　to　preserve　the　old　traditional　custom．　The　conflicts　between　these　two　genera．
tions　are　go量ng　on　in　them．　In　most　of　the　social　novels　whose　theme　is‘adat　and　kawin
paksa’，　the　conclusion　of　the　conflicts　is　the　victory　of　the　older　generatio且．　Namely，　the
younger　generation（main　characters　in　the　novels）is　destined　to　death．　Hanafi’s　fate　in
Salah　Asuhan　is　just　the　same．　But　l且Sa三ah　Pil玉h，　Saniah　and　Rangkayo　Sa王eah，　the　party
出at　sticks　to　the　old　traditional　custom　are　made　to　pass　away．　The　way　of　givin．cr　．　the
conc｝usion　that　the　party　that　sticks　to　the　oid　traditional　custom　is　made　to　die　is　peculiar
ahd　alien　to　the　other　social　novels　whose　theme　is‘adat　and　kawin　paksa’．　In　this　sense
Sa王ah　Pilih　is　worth　mentioning，
　　Besides　the　theme‘adat　and　kawin　paksa’，‘the　imitation　of　the　westem　way　of　living
and　the　westem　attitude　toward　life’composes　the　motif　of　Salah　Pilih　and　Salah　Asuhan．
This　is　also　peculiar。　By　depicting　that，　these　novels　refer　to　the　relation　between　the
westerR　custolns　and　attitude　toward　life　and　the　eastern　customs　and　attitude　toward　life．
This　motif　is　more　deeply　treated　of　in　Salah　Asuhan　than　in　Salah　Pilih，　In　this　se且se
Salah　Asuha豆is　worth　mentioning．　In　both　nove｝s　the　psychology　of　characters　is　carefuily
◎bserved　and　depicted。　Through　the　depiction　of　the　imitation　of　the　western　way　of　life
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and　the　western　attitude　toward　life，‘ethics　and　morality　iR　man’s　life’and‘man’s　reason’
are　pursued　and　suggested．　Salah　Pilih　and　Salah　Asuhan　are　psychological　and　ethical
social　nove1S．
は　　じ　　め　　に
　Salah　PilihとSalah　Asuhanは，1928年バライ・フ゜スタカ（国民文化局）から発刊された社
会小説であり，前者はNur　Sutan　Iskandarによって，後者はAbdul　Muisによって著わされ
た。この二つの文学作品は，その発刊の年が同じであるのみならず，その作者も同じメナンカバ
ウの地出身である。
　一般に文学史上バライ・プスタカ蒔代といわれる近代文学の初期の時代（1908年一1933年）に
発表された大部分の小説は，伝統的慣習であるアダット（adat）と強制結婚（kawin　paksa）を
主題とする。Azab　dan　Sengsara（M．　Siregar　l921年），　Siti　Nurbaja（Marah　Rusli　l922年），
Tjinta　jang　memaawa　Maut（N．　St．　Iskandar；Abd．　Ager　l926年），　Darah　Muda（Adinegoro
l927年），Pertemuan（A．　St．　Pamoentjak　n．　S，1927年），Asmara　Djaja（Adinegoro　l928年），
Djeumpa　Atjeh（Zainuddin　1928年），　Dian　jang　tak　kundjung　Padam（St．　Takdir　Alisjah－
bana　1932年），　Karena　Mertua（N．　St．　Iskandar　1932年），　Pertemuan　Djodoh（Abdul　Muis
l933年）といった作品と同様に，　Salah　PilihとSalah　Asuhanもこの時代の代表作品である。
作品の中では古い世代の階層と新しい世代の階層の二つの側が対比される。そして世襲的慣習を
維持していこうとする古い世代の階層と，新しい時代の要講に合わなくなったところの古い慣習
の改善とその束縛からの解放を希求する新しい世代階層との間に，対立抗争が展開される。
　Salah　PilihとSaiah　Asuhanの中では，ただ慣習と強舗結婚を主題としてこれをめぐって古
い世代階層と新しい世代階層の間の対立抗争のみが展開しているだけではない。この二つの作品
の中では，更に「西洋の生活様式・生活態度に対する追従とその模倣」の問題がmotifとされ
る。この「西洋の生活様式・生活態度に対する模倣」の問題が両作品で描写されているという事
実は既に明らかにされていることであるが，これら両作品が著わされた当時，オランダ政庁の倫
理政策が実施される中で，当時の西洋近代教育を受ける青年の一部が盲聯勺に西洋狂の態度をと
る，いわゆる社会病の青年の姿が両作品の主人公AsriやHanafi自身に描写されるということ
だけにとどまっているのであろうか。私は，「西洋の生活様式，生活態度の模倣」の問題が描写
されることによって「慣習」と「生活」に対する姿勢の根本問題にまで深く掘り下げられている
ものと思う。この点が慣習と強制結婚のみをテーマとする他の作品と異なったユニークなところ
であり，本稿では，上述の両世代階層の抗争の展開の位置ずけはさることながら，併せ「西洋の
生活様式・生活熊度の模倣」の問題が如何に描写され展開されているかを分析しながら，追究さ
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れんとしているものを考察してみたい。
1
　いわゆる古い世代階層と新しい世代階層との聞の対立抗争は，伝統的慣習（adat）について，
特に結婚に関する慣習について展開される。Salah　Pilihでは5組の，　Sahah　Asuhanでは2組
の新しい世代階層の結婚をめぐって，両世代階層の間に対立相剋が展開されている。Salah　Pilih
に於ける方がSalah　ASuhanに於けるよりは入り込んでいる。古い世代の階層は，代々の慣習
を永久不変のものと震倣し，代々から継承された財宝と考えるものであって，あくまでこれに閲
執し維持していこうとする。一方，新しい世代の階層は，慣習の申にはもはや新しい時代の要請
に合わなくなって，その存続が却って民族社会の発展を阻害するものがあることを認める。彼等
は特に結婚に関する慣習がそうであることを認め，この束縛からの解放とその改善を希求する。
Salah　Pilihに於ける新しい世代階暦の結婚とはAsriとSaniah，　AsriとAsnah，　Sutan　Pen9－
huluとSabariah，　KaharuddinとAsnawiah，　RusiahとSutan　Sinaroのそれぞれの場合であ
る。一方Saiah　Asuhanのそれは，　HandfiとRapiah，　HanafiとCorrie　du　Buss6eのそれぞ
れの場合である。Salah　Pilihでは，前述の他の作品に於けるのと同様，東洋社会内の結婚とそ
の慣習の問題をめぐって描写されるのであるが，Salah　ASuhanではただそれだけにとどまるこ
となく，更にはHanafiとCorrieとの間に屍られるように，東洋人と西洋人との聞の結婚とい
う国際結婚にまで発展する。
　Salah　Pilihという作品は，作者Nur　Sutan　Iskandarの故郷Sungai　Batang（ミナンカバ
ウ）を舞台にストーリーが展開し，三人のミナンカバウ青年ASri，　Asnah，　Saniahが主人公で
ある。Asriは「親が子供の意志・希望を無視して身分・地位・財産に基ずき子供の結婚相手を
決める」という従来の慣習に反対する。彼は次のように言って，これを非難する。”……Pekerjaan
itu　dilakukan　oleh　orang　tua　kedua　belah　pihak　sa　ja，　dengan　tidak　mengindahkan　perasaan
kedua　makhluk　yang　akan　diperhubungkan　itu．　Perbuatan　semacham　itu　tidak　baik，　terlalu
keras……dan　berbahaya！……”〔そのこと（結婚の決定）は結ばれる工人（子供達）の気持を無
視して両側の親だけによって行われている。そのような仕打は良いものではなく，余りにも厳し
いことだ……そして危険だ／……〕（1）。彼はNegeriの地に住む彼の友人Kaharuddinの妹であ
るSaniahを自ら結婚相手として選ぶ。　Asriの母親であるIbu　Mariatiは，従来の結婚の慣習
である強制結婚をAsriに通用させない。彼女はその慣習をもはや新しい時代の要請に合わなく
なったものと悟っている女性で，新しい時代潮流に目覚めた思慮ある女性として描かれている
が，一方Saniahの母親であるRangkayo　Saleahは，家柄。財産・身分地位を重んじ，従来の
慣習に周執する。SaniahはAsriに対し愛情がないが，母親R．　Sa王eahによって従来の慣習に
従いAsriと強綱結婚させられる。結婚後Asr三とSaniahの間には諄いが絶えず，二人は不幸
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な生活を送る。SaniahはH．1．　S．卒業生であるが，母親の性格を受け継ぎ横柄・傲慢である
上，夫のAsriに対しては勿論，他の家族の者にも尊敬を払わない。　Asriは近代精神・ヒュー
マニズムを尊重するが，Saniahは母親R．　Saleahと同じ主義・主張であり，従って二人は根本
的に見解が異なる。Asriは誤ってSaniahを選んでしまうことになる（Salah　Pilih）。
　一方Saniahの兄弟であるRusiahとKaharuddinはSaniahと全く対照的であって，従来
の結婚の慣習に反対する。二人は，この慣習はもはや時代の要請に合わなくなった空虚なもので
あると考える進歩的青年である。二人は，特に母親R．Saleahと妹Saniahが固執する「貴族
という家柄を自負する風習」のもとではヒューマニズムが生まれてこないか，或るいは生まれて
きても枯れてしまうと考えるものであって，（2）母親，妹と対立する。Saniahの姉RusiahはAsri
との結婚を考えるのであるが，AsriがBukittinggiで勉学を続ける間に，母親R．　Saleahによ
って教師のSutan　Sinaroと強制結婚させられる。二人の場合は強鋼結婚であるが，悲運に終ら
ない。というのは二人は理性をもって薪しい時代の潮流に目覚めているからである。結婚後二人
はR。Saleahの強要する慣習に従わず，これを打破する。　Saniahの兄Kaharuddinも母親R．
Saleahによって強舗結婚を強いられるが，彼はこれを排斥する。彼はAsriと同様，従来の結
婚の慣習を斥けて自ら結婚相手を選ぶ。彼はH．1．S．卒業生AsnaWiahとパダンで結婚する。
Kaharuddinの父Datuk　Indomoは，　Asriの母親Ibu　Mariatiと同様に，新しい隠代潮流に
目覚めた進歩的見解を持つ理性ある親であるが，妻R．Saleahの前では金く無力な夫である。
R。Saleahは夫の意見も聞き入れず，　Kaharuddinの結婚には絶対反対で，従来の慣習に固執
し，これを強要する。
　R．　Saleahは，　Saniahが気に入らないところのAsriの態度をSaniah自身から聞いて激怒
する先々に，Kaharuddinがパダンで結婚したという知らせを聞くや，結婚を破棄させる為に
Saniahと使用人Sidi　Sutanを無理に連れてパダンへ自動車で出発する。途中Ganting村附近
に急カーブの険しい道があって，ここで自動車は事故を趨こし，水の枯れt川の中へ落ち込む。
この事故でR．SaieahとSaniahは自動車の下敷きになり，　R．　Saleahは即死するが，　Saniah
は重傷を負う。運転手とSidi　Sutanは田の中へ落ち，運転手は重傷を負うのに対し，Sidi　Sutan
は全く無事である。SaniahはBukittiggiの軍事病院に運ばれるが，まもなく死亡する。　Asr三
は慣習の束縛から解放され，またKaharuddinとAsnaWiahとの結婚生活は安泰を得る。ここ
で注目すべきことは慣習をめぐる対立抗争の帰結のなされ方であって，慣習を象徴するR．　Sale－
ahとSaniahを自動車事故死させることによる方法である。慣習と強制結婚をテーマとする大
部分の作晶に於ける両世代階屑の対立抗争の結末は，慣習に固執する古い世代階層の勝利であっ
て，新しい世代階層である青年階層は「死」という悲劇的な命運をたどる。換欝すれば，これら
の作晶の作者は慣習の束縛からの解放とその改善を希求する青年階層を「死」という永劫の世界
に追いやる。Azab　dan　SengsaraではMariamin，　Siti　NurbajaではSiti　Nurbaja，　Djeumpa
AtjehではSiti　Saniah，　Salah　Asuhanでは　Hanafi，　Dian　jang　tak　kundjung　padamでは
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Molekといったそれぞれの青年主人公が，強制結婚の結果r死」という悲運をたどる。しかし
Salah　Pilihに於いては上述のように慣習に周執する側が「死」を経験する。この慣習に固執す
る側を「死なせる」という結末を与える方法は，慣習と強制結婚をテーマとする他の作品には見
られず，この意味に於いてSalah　Pilihは特筆すべきである。
　Salah　Pi玉ihに於けるもう一人の青年主人公は，ミナンカバウ女性Asnahである。彼女の父
Sutan　Penghuluは，青年時に従来の慣習に反対し，自らSabariahと結婚するが，彼の母親と
叔父engku　Datuk　Raja　Penghuluとによって従来の慣習を強要される。　Sutan　Penghuluはあ
くまでこれに屈せず対立する。彼はPanianで商業を営んでいるが，その資本は上述の叔父のも
のである。遂に，慣習を受け入れないという理由で，彼は叔父に商業資本を奪われ生計の道を失
う。しかし彼はGajoの地へ行って再び商業を始める。ここでも作者によって指向されていると
ころは従来の慣習に対する抗議とその打破である。Sutan　Penghuluがアチエへ行商に出かけた
或る時に，アチエの武装した徒党の一味に襲撃され，彼は不慮の死を遂げる。それ以後，妻の
Sabariahと子供AsnahはAsriの母親Ibu　Mariatiの家に住む。やがて家の手伝いをするSaba・
riahが亡くなり，　AsnahはIbu　Mariatiの養女になる。　Ibu　MariatiはAsnahをAsri同様，
実子のように可愛がり養育する。AsriもAsnahを彼の実の妹のように着倣し，二人は共に成長
する。AsnahはAsriがSaniahと結婚した時は心が痛む。というのは彼女が物心のついた小学
校卒業の頃からAsriに対し兄弟愛以上に「恋」を抱いてきたからである。更に彼女はASriを
いくら思っても無駄であると心で悶える理由は，自己を孤児であると卑下したことと，ミナンカ
バウ社会では同じsukuの者は結婚できないという従来からの慣習が厳然として立塞がっていた
からである。この彼女の煩悶の心理描写は生き生きとしていて鮮明である。AsriがSaniahと
結婚した後も，Asriに対するAsnahの愛は清純なるもので変わることがない。　AsnahもAsri，
Kaharuddin，　Rusiahと同じように，結婚の慣習の束縛からの解放とその慣習の改善を希求する
進歩的青年階層に属する。彼女がSaniahと対立するのは，次の彼女とSaniahとの対話に明瞭
である。
　（Asnah）：，，Aku　tidak　mengharapkan　harta　orang，　kak　Saniah．　Dan　aku　tidak　hendak
kawin　deRgan　harta……”（Saniah姉さん，私は人の財産を望んでいません。また私は財産に
よって結婚しようと思いません……）（3）
　（Saniah）：，，Ya，　Allah／Semacham　engkau　ini　pula　yang　hendak　kawin　dengan　chinta！
Hm－tak　sadar　akan　asal　diri！……”（まあ／あなたも愛情によって結婚しようと思っている
ようだ！フンー自分の幽緒に気ずかなくて！……）①
　一方AsriもSaniahと結婚する以前，　Muloを卒業して帰郷してからAsnahの心身に魅惑
されるのであるが，Saniahと結婚する結果になってしまう。　Saniahの死後，　Asriは慣習に固
執する側によって再婚を求められるが，あくまで慣習に反対し，これと対立する。彼は「結婚す
る当人双方の愛情に基ずく結婚」を求め（5），遂にsuku同志の結婚を禁じる慣習を打破してASnah
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との結婚を決意する。或る夜，Asr三の叔母Ibu　Mariahの家で王bu　Mariahの世話によりorang
alimであるengku　Kadhiが呼ばれて二人の結婚が行われる。こうしてAsriとAsnahの愛は
かなえられる。2，3H後に二人はジャワへ向い，そこで新生活を始めることになる。物質的に
は恵まれた生活ではなかったけれども，二人は愛情で結ばれた幸福な生活を送ることができる。
最初は，彼等は慣習を犯したとということから故郷の人々に冷笑され，非難されるのみならず，
ジャカルタ在住の同郷の人々にも相手にされない。しかし，これらの人々も次第に新しい時代の
潮流に目覚めてくる。一年程してからAsriは故郷Sungai　Batangの慣習長engku　Datuk
Bendaharaから手紙を受ける。それはAsriを村長にすることにすべての村入は意見が一致し，
直ぐに帰郷することを求めるものである。村人は新しい時代の要請に，近代社会の新しい潮流に
目覚めたというものであって，そこでASriとAsnahは帰郷し，村人は二人を歓迎するという
ところでスト　一一リーは終っている。従来の慣習に嗣執する側が敗北を喫し，膏年階層の郷が勝利
をおさめるという帰結に終っている。
　一方Salah　Asuhanという作品では，青年主入公はHanafi，　Rapiah，　Corrie　du　Buss6eで
ある。ミナンカバウ青年Hanafiも村の慣習による結婚に反対する。彼はこれを次のように厳し
く非難する。”……Perkahwinan　di－negeri　kita　ia－lah‘handelstransacties’belaka，　dan　akan
mengganggu　moral　segala　orang　yang　sudah　mempelajari‘Westerche　bes¢having’／”（……
我々の地の結婚は全くの売買であり，西洋の慣習を学んだすべての者のモラルを妨害するものだ
！）（6）。彼はAsriと違って土着人女性との結婚を望まない。土養の慣習や生活様式は彼を嫌悪さ
せ，彼をして西洋の慣習や生活様式に，また西洋人女性との国際結婚に駆立てる。彼はCorrie
du　Buss6eとの結婚を望む。彼女はフランス人父親Tuan　du　Buss6eとSolokのミナンカバウ
人女性との間に生まれた混血娘であるが，西洋入社会に属する。HanafiとCorrieとの間の関係
はSalah　Pilihに於けるAsriとAsnahとの間に於ける関係と同じで，二人は幼少の頃から兄
弟のよに交際し，二入の関係は兄弟愛の締で結ばれたものである。だが，CorrieがH．　B．　S．の
休暇にバタビアからSolokに帰省した時，彼女に対するHanafiのそれまでの兄弟愛は恋と変
わる。彼女は最初，彼との結婚を思案し，彼から遠ざかってパダンに行く。一方Hanaf三の母
親は彼の国際結婚には反対で，彼女はあくまで代々の慣習に固執する。Hanafiがバタビァで在
学中，彼女は彼女の兄engku　Sutan　Batuahと，彼の娘RapiahとHanafiとの婚約を慣習に
従ってとりかわす。つまりHanafiは慣習に従っていとこのRapiahとの強制結婚を強いられ
る。彼は慣習に固執する側（彼の母親やmamak）に「sa－butir　intan　yang　belum　di－gosok（牙ミ
だ磨かれざる一個のダイヤモンド）－Rapiah」（7＞を与えられるのである。彼の母親によると，彼
がバタビアで在学申の学費は彼のmarPa．lg，とりわけengku　Sutan　Batuahの援助と厚意によ
るとのことで，budiにはbudiを以って返さなければならないと諭される。彼は自己の運命を
悔むがどうにもならない。彼はRapiahと結婚せざるをえないが，彼女をただ「母から与えられ
た妻」と看傲す。Rapiahは自己の夫に対して忠実な，いわゆる模範的な園教女性であるが，夫
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　46
Hanafiからは愛情と憐欄の情は期待できない。二人の間に子供Shafeiが生まれる。　Hanafiは
この子供にも少しも構わない。Hanafiの母親はHanafiに彼の態度について注意をしても，
彼はそれを改めるどころか，妻Rapiahに対して彼の苛酷さが一層厳しくなる。或るN，副理事
宮の夫人がテニス場の大衆の前でHanafiが妻に対する義務を忘れていることを非難するに及
び，これ以後，彼は人々から敬遠される。遂には，彼の友人に残るのは郵便局員Suze嬢と或る
西洋人教師夫妻だけになる。このようにHanafiが人々から敬遠されるようになったことは，
彼と彼の妻との間を一層離反させる結果になる。彼は妻が中傷したものと邪推し，遂には，妻
Rapiahをもはや妻としてではなく，強棚して彼に与えられた女中（babu）と看倣す。　Salah
Pi王ihに於けるAsriとSaniahの場合と同様，　HanafiとRapiahは強制結婚の結果不幸に終
る。或る土曜日，Hanafiの家に狂犬が入ってきて，彼の左手はこの犬に噛まれる。彼はバタビ
アのInstituut　Pasteurへ治療に出かけることになる。
　一方CorrieはバタビアのH．　B．　S．で勉学を続けているが，或る夜，彼女がピアノのレッス
ンを終えてGambir　Selatanへ通じる支道を自転車に乗って彼女の寮Salembaへ帰る途中，偶
然Hanafiに出くわす。これ以後，二人は再びもとのように交際する。自己の運命に対する彼
の悔恨の念と慣習に対する彼の嫌悪感は深まって，遂に，彼は理性と妻子・母親に対する義務感
を失う。彼はSolokの副理事官事務所の官吏の職を自ら辞職し，バタビァのDepartment　B．　B．
に転勤を希望する。母親宛に彼は手紙を送って「西洋人になることを求める願書を入れ，土着人
たる身分を自ら捨てたこと」を宣書し，妻Rapiahとの離婚状を同封する。母親は当惑するが，
彼が拗霊を受け，自ら自己の過ちを悟って帰省するのを待つ。母親とRapiahとShafeiは村
Kota　Anauに帰る。やがてHanafiは，転勤と西洋人たる権利が認められたところでCorrie
に求婚する。彼女は暫時，思案する機会を求めるが，遂には同情の気持で半ばやむをえず彼の求
婚を受け入れるのである。二人はバタビァで密やかに結婚し，そしてGang　Ketapangで借家住
まいを始める。これでHanafiの愛はかなえられるが，二人は国際結婚を行った為に，次第に
土着人，西洋入の双方から敬遠され，社会から孤立する。結婚して2年後，二人の生活は破綻を
きたす。HanafiとCorrieとの間に些細な事で謬いが生じ，このことが二人を離婚に導く。や
がてHanafiは自己の性急さを悟って，　Corrieに会いにスマラングへ行く。しかし彼女はコレ
ラに罹っていて，rumah　sakit　Paderiで彼は彼女の臨終にあう。　Hanafiは慣習の束縛からの解
放を願って，このようにCorrieとの国際結婚を求めたが，自らの失敗に終る。彼は帰郷し，パ
ダンの夜竃で彼の家族と出くわすが，Rapiahの親はRapiahとShafeiをBQnjolの家に連れ
て帰ってしまう。これは，Rapiahの親が「Rapiahに対してHanafiが態度を改めること」を，
また「慣習に対して姿勢を改めること」をHanafiに対し求めるものであった。　Hanafiは母親
と共にKota　Anauの母屋に帰る。彼はRapiahを再び妻に迎える気はなく，亡くなったCor－
rieをただ恋い慕って暮しているにすぎない。彼にはこの世の生活はもはや価値があるものでは
なく，夢も希望もなくす。彼の母親はRapiahとShafeiがBonjolから帰ってきて共に暮らす
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ことを依然望む。つまり，彼女はHanafiに慣習に従うことを求める。それ以来，彼はノイu一
ゼになり，死の世界でのCorrieとの再会を求めて昇華物を飲んで自殺を図る。強制結婚の結
果，彼のとらざるをえない最後の道は「死」である。
　Salah　ASuhanに見られる結婚の慣習をめぐる対立抗争の結末は，「慣習に固執する側の勝利」
である。Hanafiは慣習の束縛からの解放を願って，自ら愛するCorrieとの国際結婚を求めた
が，これに失敗し，Rapiahとの強制結婚の結果，最後にとらざるをえない道は「死」という慣
習からの逃避の道である。Hanafiの「死」という命運は，慣習と強制結婚をテーマとする前述
した作品の中，Azab　dan　SengsaraではMariamin，　Siti　NurbajaではSiti　Nurbaja，　Djeumpa
AtjehではSiti　Saniah，　Dian　jang｝tak　kundjung　PadamではMolekといったそれぞれの主
人公のたどる運命と岡じである。上述の作品に見られるように，結婚の慣習をめぐる抗争に於い
て，強制結婚の結果，青年階層は「死」という永劫の世界に移されるという結末の方法は，慣習
と強制結婚をテーマとする大部分の作品に見られるものである。「強剃結婚は後既好ましから
ぬ不幸と悲惨をもたらすものだ」ということが，作者によって示唆されようとしているのであっ
て，作者が古めかしいと考える当時の結婚の慣習に対して抗議する方法である。ただSalah　A－
suhanに於いて異なるところは，国際結婚の問題が取扱われている点である。これは次の∬の中
で述べるように，「東洋人は東洋人の生活観を尊重しなければならぬ」とする古い世代階層の患
言が生かされている。
　一方Salah　Pilihに於ける結婚の慣習をめぐる対立抗争の結末は，　Salah　Asuhan及び前述し
た他の作品に於ける場合とは金く対照的に，「慣習に園執する側の敗北」であり，「進歩的青年
階層の勝利」である。これはPertemuan，　Darah　Muda，　Asmara　Djaja，　Pertemuan　Djodohと
いった慣習と強制結婚をテーマとする作品の中に於ける結末と同様である。　Pertemuanの中で
はMasri，　Darah　MudaではNurdin，　Asmara　DjajaではRustam，　Pertemuan　Djodohでは
Raden　SupartaがそれぞれSalah　Pilihに於けるAsri同様，膏年主人公であって，彼等はも
はや作者によって死を経験させられない。Salah　Pilihでは，慣習に固執する側は近代社会の新
しい潮流・新しい時代の要請に従うべきことが示唆され，近代精神の確立を指向する方向が一層
顕著に表出されている。Salah　Pilihの中ではもはや慣習からの青年階層の逃避は毘られない。’
この意味に於いて，Salah　Pilihでは慣習に文雪する強い姿勢が窺うことができる。
　結婚の慣習についての両世代階層の対立抗争をめぐって共通して追究されんとしているものは，
両作品に於いても，若い世代階層の希求する「結婚の慣習の束縛からの解放とその慣習の改善」
である。
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　Salah　PilihとSalah　Asuhanの中では，慣習をめぐる古い世代階厨と新しい世代階屡との間
の対立抗争のみが展開しているだけではない。慣習と強鰯結婚をテーマとする他の作品と違っ
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て，この二つの作品の巾では，更に「西洋の生活様式・生活態度に対する模倣」の問題を描く。こ
れらの中では前述の他の作品と異なり，新しく東洋と西洋の慣習と生活哲理に対する根本的な姿
勢が護及され，「倫理・道徳」と「理性」の問題が深く追究されているのである。Salah　Pilih
では青年主人公Asriをめぐって，　Salah　Asuhanではやはり青年主人公Hanafiをめぐって西
洋の生活様式・生活態度模倣の問題が描かれる。AsriとHanafiはそれぞれ西洋の生活様式・
生活態度を求め，これを模倣する。Hanafiの方がずっとこれに盲目的であって，西欧主義の行
動をとる。従って，Salah　PilihよりSalah　Asuhanに於ける方が，この間題はより深く描写さ
れる。AsriとHanafiはそれぞれ一人っ子である。彼等の父親は，彼等がそれぞれ幼少の頃に
他界し，従って母親の手によって育てられる。彼等はまたバタビア（ジャカルタ）で西洋の近代
教育を受ける。ASriの母親は結婚の慣習の改善を自覚するのに対し，　Hanafiの母親は従来の結
婚の慣習に固執するが，彼等の母親は二人共，共通して東洋の生活哲理に詳しい思慮深い女性と
して描かれる。前述したとおり，AsriのAsnahに対する関係は，　HanafiのCorrieに対する
関係と類似している。このように，主要登場人物の構成が両作品に於いて全く類似する。では，
この西洋の生活様式・生活態度模倣の問題がASriとHanafiをめぐって如何に描写されている
のであろうか。
　ASriは医者になる目的をもって，ジャカルタで西洋教育を受けるが，この間，多数の西洋人
と交際する。彼は彼のミナンカバウ村落社会の代々から継承された礼籔の慣習をほとんど忘れ，
西洋社会の社交の慣習に慣れ，これに倣う。例えば，彼がMuloを卒業して帰郷した際，　Asnah
と再会した時のAsnahに対する彼の態度や，彼とSaniahとの婚約の儀式が催された際，彼の
婚約の印であるsirihを身内の女性達がSaniahの家に送り届けて帰ってきた時のAsnahに対
する彼の態度がそうである。つまり，彼の内心から出た嬉しさ・喜びの表現は，抱擁・接吻とい
う西洋方式で表わされようとする。彼の行動は，こういう喜びの蓑現はただ言葉や限差，微笑の
みで表わされるという東洋社会固来の礼節を忘れた結果であるが，彼の行動は東洋社会に受け入
れられない。次のAsriとAsnahとの対話に見られるように，　ASriは東洋社会の慣習を古風な
ものと考える。
　（Asnah）：，，……Semasa　ldta　maslh　kechil，　memang　boleh　kita　ber－main2，　berjalan2，　ter－
tawa2　dall　ber－pe王uk2an．　Akan　tetap呈sekarang　ini　kita　sudah　muda　remaja．　Hingga　ini
keatas　kelakuan　sanak　laki2　harus　berhingga←berbatas　kepada　saudaranya　yang　perernpuan．
Kalau　tidak　kita　pakai　adat　itu，　nischaya　kita　hlna　dimata　orang．”　（……我々は幼少の頃，
実際，遊んだり，散歩したり，笑ったり，抱擁しあったり出来ました。しかし現在は，我々は成
人したのです。これからは，親族男性の行為は女兄弟に対して限変がなけれぱなりません。もし
我々がこの慣習を用いなければ，きっと我々は人の目には卑しむべきものなのです。）
　”Ah，”kata　Asri　dengan　merah　warna　muka－nya，”adat　kuno！Masa　orang　yang　bersau．
dara，　seperti　kamu　dan　aku　ini，　akan　berlaku　sebagai　orang　iain！……”（「あっ！」とAsri
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は顔を赤くして言う。　「古風な慣習だ／鴛と僕のような兄弟が他人のように振舞うことができよ
うカ）！……）（8）
　（Asnah）：，，……Yang　janggal　pada　adat　kita　harus　dielal〈kan．　Sebab　adat　kita量tu　bukan－
nya　di－buat2　saja．　Jika　tak　ada　paedah　dan　manfaatnya，　nischaya　takkan　dipaka圭　orang
selama　ini．　Ingatlah，　kanda，　sedangkan　jika　seorang　laki2　hendak鳳aik　kerumah　saudaranya’
atau　kemanakannya　yang　perempuan，　sebelum　naik　taltgga　ia　harus　batuk2　dahulu．　Atau　ia
berdiri　dihalaman　sebentar　sambil　berkata　kuat2，　sekadar　terdengar　keatas　rumah．”（……我
々の慣習に不都合なことは避けねばなりません。我々の慣習はわざとしたてられたものではない
からです。もし慣習が役に立つものでなければ，きっとこれまで人に用いられなかったでしよ
う。或る男性が自己の女兄弟の，或るいは姪の家にヒろうとする場合ですら，階段を登る前に，
この男性は先ず咳きこまねばならないか，或るいは家に聞えるように大きな声で話しながら，し
ばらく庭で立たねばならないことを思いおこしなさい。）
　（Asri）：”Apa　pula　sebabnya　maka　kita　harus　ber－susah2　sedemikian？”　（我々がわざわざ
こうしなければならないのはどうしてなのか。）「g）
　ASnahはAsriに対し礼節を喚起する役割を演じる。東洋祉会に生きている礼節は，長い伝
統のもとに培われ，はぐくまれてきたもので，東洋社会の環境にマッチした尊いものであるか
ら，入々が平和に生活する為にはこれを正しく理解し守ることが生活のあり方であり，生活哲理
というわけである。大切なのは礼節に対する尊重の精神であって，生活上の倫理・道徳と東洋社
会の生活哲理を正しく理解する理性が追究されている。Salah　ASuhanに於いても，例えば次の
HanafiとCorrieとの対話に明らかなように，　Cdrr玉eがHanafiに対し礼節を喚起する役割を
演じている。これは，AsnahがASri’に対して同じ役割を演じる構成と類似するものであり，
Salah　Pilihに於ける前述の同様のことがSalah　Asuhanに於いても追究されている。
　（Hanafi）：，，Kesopanan？Apa－kah　perbuatan　kita，　dudok　berhadapan　antara　satu　meter
jarak－nya，　d玉一batasi　oleh　meja　teh，　di－tempat　terang　dan　pada　waktu　yang　iazim　di－pergu－
nakan　orang　buat　berkunjong－kunjongan　bQleh　di－katakan　melanggar　per三　kesopanan？”　（ネL
節だって？入が通常，訪問しあう時刻に，明るい場所で茶机をはさんで1メートルの聞隔を開け
て向い合い坐りながら，我々がしていることは礼節というものを犯すことと書い得るのか。）
　（Corrie）：，，Tidak，　hanya……engkau　bujang，　aku　gadis，　sesama　manusia　kita　teiah　mene－
taづkan　pelbagai　undang2　yang　tidak　tersurat，　tetapi　yang　harus　di－turut　oleh　sakalian　皿a－
nusia　dengan　tertib，　kalau　ia　hendak　hidup　aman　di－dalam　pergaulan　orang，　yang　memakai
undang2三tu．”（そうではないのです。ただ……あなたは独身男性で，私は娘です。我々人間同胞
は，成文化されていないものであるが，使用する人間の交際に於いて平和に生活しようと思うな
ら，すべての人聞によってきちんと従われねばならないところのいろいろな不交法を決めていま
す。）⑲
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　50
　Asri同様，　Hanafiも幼少の頃，父親を亡くし，母親に「まるで掌に一杯の油を運ぶかのよ
うに」ω）大事に育てられる。その後，彼は母の養育から離れ，バタビアのオランダ入学校に行く
為に，オランダ人の家で寄宿してすべての東洋入の社交から離れた生活を送る。彼はH．B．　S、卒
業後，Solokの翻理事官事務所の属宮になり，母親と～緒にSolokで住むことになる。彼は東
洋社会の慣習，生活様式・生活態度に順応しない。彼は，これらの中にはよい面もあることを認
識せずに，ただ土着的なものはすべて排斥する。　「東洋社会の慣習や制度を”kuno”（古風）と，
また，回教を，，tahjul”（迷信）と批評し，冷笑する。」（1’2）村人を水牛岡然の賎しいものとか，古
風と看倣し，母親以外は村人と交際しない。彼が交際するのは西洋人だけである。母親を保守的
な考えを持つ愚者と決めつけるものの，ただ彼の母親だけが彼とミナンカバウ世界，イスラム世
界との関係を結ぶものにすぎない。彼は東洋の生活哲理を正しく理解する理性を失い，ただ西洋
の生活様式・生活態度に盲目的に倣うものである。前述したように，彼は村の慣習による結婚や
土着入女性との結婚を好まない。彼は西洋教育を受けた結果，理想が高く，土着入女性は彼の感
情や理想を満たすものではない。彼は，繭述のように’t西洋人女性Corrieとの国際結婚を望
む。ストーリーの中では，国際結婚は次のように一般化され，普遍化されている。つまり，国際
結婚というものは東洋入，西洋人共，大多数が感情的に反対するもので，東洋入社会及び西洋人
社会に受け入れられないものなのである。というのは，イギリスの文学者Kiplingが言っている
ように，「西洋は西洋であり，東洋はあくまで東洋であって，両者は合することはない」という
のである。東洋には東洋の，西洋には西洋の慣習と生活哲理が支配していて，この相異によって，
また東洋人と西洋人との間の感情の相異によって，この国際結婚は後日好ましからぬ結果をもた
らすもので，従って時期的に未だ行われるのには好ましくないとみるのが健全な考え方なのであ
る。Hanafiは慣習の束縛からの解放を希求し，自ら愛する西洋人女性Corrieとの結婚を望み，
追い求めるが，彼女との結婚は国際結婚である。国際結婚を行なう結果どうなるのか。彼は生活
哲理を理解する理性を失い，ひたすらCorrieとの国際結婚を望み，追い求めることになる。
CorrieはHanafiの近くにいることは自己の心の弱さを知るのみと判断して，彼から遠ざかる
ことを決心する。
　CorrieがSolokを離れて後，前述のようにHanafiは慣習によって，いとこのRapiahと強
制結婚させられるが，妻に対する義務を忘れる。彼の母親によって「未だ磨かれざる一個のダイ
ヤモンド」を与えられたが，それを磨くという義務を忘れるのである。彼はRapiahのように
自己の夫に対して尽す回教女性のすべての義務を冷笑する。更に彼は子供のShafeiにも少しも
構うことがない。このようにHanafiは妻子に対する義務を忘れ，少しも自己に目覚めない為
に，人々は近ずかない。これは妻Rapiahの申傷によるものと邪推し，妻に対して益々苛酷に振
舞う。或る土曜潤の夕方，彼は突然，家の中に入ってきた狂犬に左手を噛まれ，バタビアへ治療
に行かざるをえない。バタビアでCorrieに再会することになり，彼女は彼に妻子と母親に対す
る彼の義務を説くが，彼は一向に自覚しない。彼はSolokを離れてバタビアで治療中，妻や母
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親に便りを金くせず，また彼が親友と呼んでいる者達へ彼の母親，妻子宛に託す報道は一需もな
い。更に彼はバタビァのKantor　B．　B．に転勤を求め，また西洋人と同等の権利を求める請願書
を出す。彼はRapiahとの離婚状を家に送り，彼の称号であるSutan　Pamemanを捨て，土着
の社会からすべて身をひいて西洋入になろうとする。やがて政令により彼は西洋人たる権利を認
められ，Christian　Hanという名前の使用が許可されるが，ここでCorrieに求婚する。このよ
うにHanafiは母親・妻子に対する義務を忘れるほか，教養があって礼節を知る者がなすべき
でない離婚を行ない，東洋の生活哲理を捨てて，ただ西洋入たることを求めることになる。まさ
しく西洋狂である。Corrieは，前述のように暫時，思案する余裕を求めるが，彼に対する同情
によって中ばやむをえず彼との結婚を決意する。彼女は東部ジャワにある彼女の学校時代の友人
宅で婚約祝いのパーティを開く為の計爾を立てるが，この友人の父親（西洋人）は，Corrieがオ
ランダ人になったマレー人と婚約したことを知るや，彼女に対し冷やかな態度を示す。彼女は国
際結婚の難しさを身をもって知るが，二人はバタビァで密やかに結婚することになる。しかし二
人は東洋人社会，西洋人社会の両方から敬遠されるのは，東洋人も西洋人も大多数が感情的に反
対する国際結婚を行ったからだ。結婚後，二人の間に見解の相異によって諄いがまたよく生じ
る。或るH，些細なことでHanafiがCorrieを不貞の妻と邪推したことによって，二入は離婚
する。Hanafiは政令によって西洋人として認められたが，西洋人社会から敬遠されるのは，西
洋人社会は彼をまだ土着人と麿倣しており，彼を西洋人として受け入れるのを嫌悪するからであ
る。西洋入は，彼が東洋人としてとどまって東洋性を失うことがなければ，彼に礼節と教養のある
東洋人として尊敬を払うのであるが，彼は西部スマトラに妻子がいるにもかかわらず，西洋人女
性Corrieと結婚して，更に彼女を離婚させたことに対して西洋人は一層，彼を嫌悪し憤概する
ことになる。この西洋人の彼に対する嫌悪感は，即ち人間の持つ感情というものに起因するもの
なのであって，感情とは他人によっては勿論，その人自身によっても燐のものに作り変えること
は困難なことに，彼は盲目である。彼は同僚である西洋人Pietによってこれを知らされるが，
彼とPietとの一連の対話の中では，人聞の心理と同情，反感といった感情の深淵にまで触れら
れている。
　Hanaflは結局RapiahとCorrieの二人に罪を犯す。　Corrieは「既に磨かれた高価なダイヤ
モンド」，或るいは「西洋の花（bunga　dari　Barat）」として喩えられ，一方Rapiahは「未だ磨
かれざる高価なダイヤモンド」，或るいは「東洋の花（bunga　dari　Timur）」として同等に喩え
られている。Rapiahは東洋の礼節と義務を知って，忍酎心と心の気高さを持つ女性であるが，
「Hanafiはこの未だ磨かれざるダイヤモンドを夫として上乎に磨くという義務を忘れ，この高
緬なものは捨て去られてしまう。」（13）「東洋の花の蕾が夫Hanafiの東洋的な世話と十分な配慮を
受けたら，きっと咲いて美しい花となるものだが，西洋的で誤った彼の世話を受けた為に，東洋
の花の生は妨害されてしまうことになる。」（14）一方Corr圭eもRapiah同様，気高い心を持つ女性
であるが，「Hanafiはこの既に磨かれて高緬なダイヤモンドを上手に使用せず，この高価なも
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のは彼から離れ去ってしまう。」㈹東洋人，西洋人両側から好まれない結婚，孤立生活，それに入
々の課刺によって毎日彼が受ける侮辱といったもののすべては，彼の心を害し，また彼の世界を
狭くするものであったが，しかし，しばしば彼が忘れたことは，妻のCorrieも彼と同じ運命に
あることである。彼は外部に於ける彼の憤概をすべて家庭内に持ち込み，罪のないCorrieが何
度も彼の心の欝の犠牲になる。彼は彼女に対し気を配らず，毎日，辛辣な言葉や態度で彼女の不
安を募らせ，忍耐と彼女に対し公正な態度を欠く。後に彼は彼女に対する自己の誤りを悟るが，
やがて彼女にスマラングのrumah　sakit　Paderiで会った時，彼女はコレラに罹っていて他界し
てしまう。彼と彼女との間にしばしば．兇解の相異が生じたが，これは彼が生来，心の中に持って
いる東洋人としての東洋性と，彼女がやはり心の中に生来，持っている西洋入としての西洋性に
起困する。　「この東洋性というものは西洋式の養育によって消失させられ得ないもので」（iC），「こ
の東洋姓と西洋性は，東洋人と西洋入のそれぞれの感情の申に異っているところが多い為に，結
び合わされることは全く困難である。」（’「）「Hanafiはこれを忘れ去ってしまったのである。」（18）
　Hanafiの西洋式の養育は，彼が生来，心の中に持つ東洋性というものの上になされた，いわ
ばメッキの養育であって，彼の養育は彼がもとより東洋人である為に東洋の様式に従った養育が
なされるべきであるが，結果は誤った西洋式の養育（Salah　ASuhan）になったというのである。
養育のあり方については，次のHanafiの母親の言葉とHanafi自身の及省に如実に具現されて
いる。　，，……pelajaran　ugama　kita　jangan－lah　di－tinggalkan．　Salah　benar　ibu皿engasoh　Hana・
f圭masa　dahulu，　kerana　sadiklt　pult　ia　tidak　d圭一beri　pelajaran　ugama，　sedang　dari　kechil－nya
ia　sudah　mengasingkan　dlri　daripada　pergaulan　bangsa－nya．……”（・・…・我々の宗教教育は無
視されてはいけないのだ。私は£前，Hanafiの養育を全く誤った。というのは，彼は少しも宗
教教育を与えられず，幼少の頃から彼の民族（東洋人）の交際から離れていたからだ。……）（19）
，，……Biar－lah　anak　itu　menerima　pelajaran　Barat　sa－chukup－nya，　sedang　segala　kebiasaan
orang　Timor　yang　burok←burok　boleh　di－buang－nya　dan　di－ganti－nya　dengan‘adat　kebiasa－
an　orang　Barat　yang　baik，　tetapi　sebab　ia　Qrang　Timor，　hendak－lah　asohan－nya三tu　tetap
menurut　chara　Timor　juga．……”（……子供のShafeiに西洋教育を十分受けさせてよい。東洋
入のよくない慣習のすべてをShafeiは捨て，西洋人のよい慣習と取替えてよいが，しかしSha－
feiは東洋人である故に，彼の養育というものはやはりあくまで東洋の様式に従うべきなのだ。
……）（2e）東洋人にとって養育は東洋人たることを忘れず，西洋のものをただ盲目的に模倣すると
いうのではなくて，西洋のよいものを学びとって，理解と理性で以ってこれを生活の興に資する
ものにしなければならないという生活の教訓が示唆される。Salah　Pilihの中では，　Asriが自己
の受けた西洋教育を基盤にして私立学校や共同組合などに於ける社会福祉事業に尽力する。この
ように西洋から学んだものを民族社会の発展に資するものにするという姿勢が，両作品で「西洋
の慣習，生活様式・生活態度模倣」の問題について示唆される大切な教訓である。
　HanafiはKota　Anauの実家に帰る前，自己の過去を反省するが，帰宅後，彼のとらざるを
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えない最後の道は，前述のように「死」である。彼は母親や子供に対する自己の義務というものを
忘れて，ひたすらCorrieとの清廉な愛を求め続けることになる。しかし，　Solokから駆付けた
医者がHanafiが亡くなる前に彼に説く次1の言葉の中に示されているように，　Corrieに対する
彼の愛は，彼が義務というものを忘れ，ただ現実から逃避の道を求める故に清廉なものと言える
ものではない。人間としての義務の大切さ，倫理・道徳が明瞭に輿現されている。”Sa－panjang
pendapat　saya，　chinta　itu　akan　berbukti　benar，　bila　yang　menaroh－nya　tahu　menaroh　sabar，
tahu　menegakkan　kepala－nya　di－dalam　segala　rupa　merbahaya　serta　rintangan－nya．……Jlka
orang　yang　berchinta　sa－ketika　sahaja　sudah　menundokkan　kepala　atau　menchari　jalan　hen－
dak……lari，　sa－tiap　bertemu　rintangan－nya，　tidak　suchトlah　chinta　itu．　Ingat一王ah，　sa－lain
daripada　isteri　yang　hilang，　tuan　maseh　mempunyai　ibu　dan　mempunyai　anak．…harus－lah
tuan　terlebeh　dahu王u　memegang　tegoh　akan　segala　kewalipan，　kerana　manusia　yang　tahu
kewajipan　itu－iah　sahaja　yang　boleh　di－katakan　manusia，　ya皿g　layak　menaroh　dan　meneriMa
chinta．……”（私の見解では，愛というものはそれを抱く人が忍耐力を持つこsuとを心得，自己の
あらゆる種類の危険や障害の中で自己の頭を擁げることを心得ている晧に，実際，立証されるも
のということです。……もし愛を抱く人が自己の障害にぶつかる度にすぐ頭を垂れたり，逃げ道
を求めれば，愛というものは清廉なものではありません。あなたは失った妻のほかに，まだ母と
子供がいることを思いおこしなさい。……あなたは先ず，すべての義務をしっかり抱くべきで
す。というのは，義務を心得ている人間のみが愛というものを抱き受け入れるのにふさわしい人
聞と云い得るからです。……）（21）
　このようにSalah　PilihとSalah　Asuhanの中ではAsriとHanafiに見られるように，「西
洋の慣習，生活様式・生活態度に対する模倣」の問題を描写するところが，同様に慣習と強制結
婚をテーマとする他の作品とは異なる。これらの二つの作品では，ただ「東洋社会の結婚慣習の
束縛からの解放とその慣習の改善」のみが追究されているだけではなく，上述の問題を描写する
ことによって，広く西洋社会の慣習と生活態度との関係にも触れる。東洋社会の慣習，生活様式
・ 生活態度と西洋社会のそれらとは，当然大きな相異があることを認め，それぞれの社会環境に
あって人間が如何に生活すべきか，つまり生活のあり方を示唆する。東洋社会の慣習や制度につ
いては，すべてよくないのではない。よくないものがあって，改善されなければならないものも
あるが，尊重し維持していかなければならないものもあるというのである。また，東洋社会，西
洋社会の生活様式・生活哲理は，それぞれ長い伝統のもとに培われ，はぐくまれてきたもので，
それぞれの社会環境にマッチした尊いものなのである。従って，それぞれの社会にあって平和に
生活する為に，これらを正しく理解し，環境に順憾することが「生活の衣裳（pakaian　buat
hldup）」（22），つまり「生活のあり方」なのである。　Asri同様，　Hanafiも内面に持つ東洋人として
の東洋性を忘れる。この東洋性は，西洋人が内面に持つ西洋性と結びつけることは実に困難なご
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とであり，これを正しく理解する理性が必要なのである。このSalah　PilihとSalah　Asuhan
という作品の巾では，感情と人間心理の深淵にまで触れられ，「倫理・道徳」と「理性」が追究
されている。
お　　わ　　り　　に
　慣習と強制結婚をテーマとする大部分の作晶に於いて，古い世代階層と新しい世代階層の対立
抗争の結末は，慣習に固執する古い世代階層の勝利であって，青年階層は「死」という悲運をた
どる。これらの作品の中では，慣習の束縛からの解放とその改善を希求する青年階層はF死」と
いう永劫の世界に移されるのである。Salah　AsuhanのHanafiの運命もそうである。しかし
Salah　Pilihという作品の中では，慣習に固執する側であるSaniahとR．　Saleahは「死」をこ
うむる。この慣習に圃執する側を「死なせる」という抗争の結末を与える方法は，慣習と強制結
婚をテーマとする他の作品には見られず，この意味に於いてSalah　Pilihは特筆されるべきであ
る。
　Salah　PillhとSalah　Asuhanの中では，慣習と強制結婚がテーマとなっているほか，更には
「西洋の慣習，生活様式・生活態度に対する模倣jの問題がrnotifとされ，広く西洋社会の慣
習と生活態度との関係にも触れられる。Salah　PilihよりSalah　Asuhanに於いて，この問題が
より深く描写される。この意味に於いてSalah　Asuhanは特筆されるべきである。
　この二つの社会小説の中では，人間の感情という内面の深淵にまで触れられ，人物の心理が細
やかに観察され描写されている点から，両作品は心理小説的性格をも帯び，また人間生活のあり
方に於ける「倫理・道徳」と「理性」に触れる点から，倫理小説の性格をも多分に帯びるもので
ある。
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